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[背景・ねらい］ 

 香川県では簡易な構造の隔離床で養液土耕栽培を行う「ゆうらくシステム」を開発し、トマト、ミニト

マトで 23戸導入されている。 

 本方式を用いて節水管理による高糖度トマト生産を行った際に、葉の黄化や新葉の枯死といった障害

が発生し問題となっている。そこで、肥料の改善による生理障害対策について検討する。 

[ 成果の内容・特徴 ] 

1. 慣行の無硫酸根肥料では葉の黄化が発生するが、硫酸マグネシウムを添加することにより発生が

減少する。（図１）。 

2. 尿素を多く含む慣行の肥料では新葉の枯死が発生するが、尿素含量の低い隔離床専用肥料を用い

ると発生しない（図１）。 

3. 養液栽培肥料を用いると葉の黄化、新葉の枯死ともに発生しない。 

4. 総収量は新葉の枯死を生じない隔離床専用肥料と養液栽培肥料が同等で高く、高糖度果実収量は

養液栽培肥料が最も高い（図２）。 

[成果の活用面・留意点] 

1. 隔離床で無硫酸根肥料を使用した時に発生する生理障害対策に活用できる。 

2. マサ土：ピートモス混合培地（混合比１：１）を用いた場合の結果である。 

3. 硫酸マグネシウムは無硫酸根肥料を給液する濃度に希釈した後に添加する。 

4. 養液栽培肥料を用いるには、現地に導入されている「ゆうらくシステム」の給液装置の改変が必

要である。 

 

［具体的データ］ 
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